第166回ぺん川柳　お題「穴」　　　　　　　　　世話人：平尾富男（酔深）
日時＝平成３０年２月２３日(金) 

（*印は今月の互選句、*は最優秀句）　
１.「孫帰り家計の穴を振り返る」零門（松谷）　→　得点＝０
　　孫が可愛くて仕方のない爺爺（ジージー）ですから、偶に家に来る孫には大散財するのです。でも、帰った後ではその寂しさと財布の軽さにしんみりとするのです。
*２．「歌舞伎町穴場さがして穴に落ち」晃二（安藤）　→　得点＝３
　　恋女房が実家に帰ってしまうと、その寂しさを紛らわすために、つい若いころに遊んだ新宿歌舞伎町をうろつき、悪い女人の罠に嵌ってしまったのですね。
３．「エセコイン儲けた後の落とし穴」安兵衛（山縣）　→　得点＝０
　　今流行りのビットコインのことを詠みましたが、必ずしもエセコインではありません。元句の中七は「大儲けののち」でしたが添削されました。ブームの当初には儲かった人が居るようですが、まだまだ市場規模が小さく、相場が不安定ですから、大きな落とし穴に陥ることもあります。ご用心を！
４．「夢追って来た道恥の穴だらけ」鬼瓦（富田）　→　得点＝１
　　元句の上五は「先は夢」でした。人生の夢を追い続けて生きて来たものの
振り返ってみれば恥多い一生でしたと、述懐しています。
５．「傘寿すぎ穴を探して徘徊し」酔雅（西川）　→　得点＝０
　　元句の中七下五は「次に待つ穴墓の下」でした。作者は本心では墓を探す心境になっていません。添削の方が作者の気持ちに沿っていますし、高得点を得られる句になります。
６．「氷穴に観音まつりあなかしこ」だし（大野）　→　得点＝１
　　観音様を祀って「あなかしこ」と拝む作者が目に見えるようです。
７．「小鮒釣り穴場教えぬ狡い奴」晃二（安藤）　→　得点＝１
　　自分だけで独り占めしたい気持ち分からないでもありませんが、自己中の誹りは免れませんよ！
８．「わしゃ土竜穴があったら入りたい」安兵衛（山縣）→　得点＝０
　　土竜とは「もぐら」のことです。普通は地面に穴を掘って住んでいるんです。「穴があったら入りたい」というのは悪さをした人間様のセリフです。然し、作者はもっと意味深な事を言っているんです。お分かりですか！ 
９．「初舞台祝杯重ね穴をあけ」酔深（平尾）→　得点＝１
　　明日は初舞台だからと前祝いにお酒を飲み過ぎて舞台に出られなくなったなんて、とても表沙汰には出来ませんよね～。
１０．「穴馬は穴埋めだけで卒サラに」酔雅（西川）→　得点＝０
　　一応、将来は嘱望されていたんですが、結果的には欠員の補充のような使われ方をして、定年まで勤めあげてしまった悲しいサラリーマン人生を振り返って詠みました。
１１．「官邸流議論や答弁穴だらけ」不言（岩崎）→　得点＝０
　元句は「穴開きの議論や答弁官邸流」でしたが、添削された句の方が答弁　　　　  の出鱈目さ加減がよく分かります。
１２．「姫迫る鴎外逃げて穴ごもり」井波　（得点＝０）
　　鴎外の『舞姫』を詠み込みました。元句の「姫迫る鴎外やばい穴ごもる」
が添削されました。「姫」は踊り子のエリスを指します。
１３．「穴の主TDLでは駆除されず」明迷　（得点＝０）
　　この場合の「穴の主」とはミッキーマウスのことです。東京ディズニーラ
ンドの略称はTDL。だからネズミのミッキーは駆除されないんですね。
*１４．「へそくりで穴を埋めると嘘がバレ」酔深　（得点＝２）
　　そもそも「へそくり」なんぞ持ち出したら、女房殿にあらぬ疑いが掛けられことになり、嘘もバレるし知られてはならない真実がいぶり出されてしまいますよね。
１５．「穴発見金のマスクか夢ロマン」井波　（得点＝０）
　　最近名古屋大学の研究室がピラミッドの内部に空間を発見したと新聞紙
上を賑わしました。古代の夢を現代によみがえらせる快挙です。
１６．「穴ばやり氷河の穴も人の列」だし　（得点＝１）
　　流行かどうかはともかくとして氷河でも穴が発見されたとか！ 研究者たちが多勢その穴目掛けて集まったと新聞が報じています。玉手箱です！
１７．「穴籠り美女訪れて春来たる」我々好　（得点＝１）
　　何のことはない、美女とは可愛いお孫さんのことなんです！　作者は大人の美女はこりごりだといっています。余程痛い目に遭わされたんでしょうね！
１８．「大丈夫穴が開いたら塞ぐだけ」損得　（得点＝０）
　　一見当り前のことを言っているようですが、作者はもっと深い意味を詠んでいるんです。「大人になった」若いご婦人の肩を優しく抱いて……。
１９．「落とし穴仕掛けた場所が見つからず」損得　（得点＝２）
　　これでは全く意味をなしませんよね。うっかりすると自分で仕掛けた罠に自分が嵌ってしまいますよ！
２０．「抜け穴の出口塞がれ落とし穴」火酒　（得点＝１）
　　最悪の事態です！　敵に完全にしてやられました。救いのない状況ですから、川柳としても１点入ったのが不思議なくらいです。同情の得点？！
２１．「同じ穴入った仲間は皆あの世」不言　（得点＝２）
　　どんな穴に入ったのでしょうか？ 「掘った穴」ではとの声が上がりました。仲間たちは皆もうあの世に行ってしまったので、作者だけがこの世に残って「穴」を独り占めしています。　
*２２．「女房が寝た後捜すそこ穴場」鬼瓦　（得点＝３）
　　連れ合いが寝てから捜すのは一体何でしょう？　作者はそれこそ穴場だといっています。えっ、そんなところをまさぐっているんですか？　折角だから、寝てしまう前にして差し上げたらどうでしょう？
*２３．「入る穴なくなるほどにかいた恥」明迷　（得点＝７）
　　断トツの高得点を得ました。恥をかいたら、「穴があったら入りたい」と
　はよく言います。入る穴がなくなるほど多くの恥をかいたと作者は嘆いています。「穴＝恥」を独り占めしましたが「得点も独り占め」です！　おめでとうございました。
２４．「無礼講はしゃぎが過ぎて墓穴掘り」零門　（得点＝１）
　　上司から「今日は無礼講駄」と言われ、はしゃぎ過ぎて大失敗した（墓穴を掘った）のです。サラリーマン時代を振り返って詠みました。「はしゃぎ過ぎて」の元句では字足らずになりますので「が」の補填で添削されました。
*２５．「靴下の穴かがりつつひとり飲む」我々好　（得点＝３）
　　侘しい一人住まいを、亡き恋女房を思い出しながら淡々と詠んだ寂しい句です。そろそろ後妻をと……？
２６．「買いかぶり仮想通貨で空っ穴」火酒　（得点＝０）
[bookmark: _GoBack]　　「買いかぶり」とは「実際以上に高く評価すること」ですから、うっかりビットコインに手を出して財産を失くしたと嘆く句です。実はこの作者、手堅く株で儲けていますから、他人を嘲笑っているんです！

出席：西川（酔雅）、三春（火酒）、平尾（酔深）、稲宮（井波）、安藤（晃二）、浜田（我々好）　　←6人
欠席投句：岩崎（不言）、富田（鬼瓦）、山縣（安兵衛）、大野（だし）、細谷（損得）、松谷（零門）、八木（明迷）　　←7人

次回は３月２３日（金）、お題「掘る」での勉強会です。

